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外国語として､独 ･仏 ･露 ･西 ･中 ･アラビア語
の7言語が開講され､さらに高校で続けるため､
高校卒業までに英語を10年間､第2外国語を6年
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( 1)
間学んでから大学に進学するようになっている｡
神奈川大学での勤務の16年間は一般教養として
英語の改善を目指して来た｡矢折れ刀尽きた感が
あるが､幸い鳥越教授が外国語教育改善協議会長
になってから､語学教育では常識である (1)習熟
度別クラス編成 (2)小人数制が実現でき､大変喜
ばしい｡しかし､時代に逆行した､必修単位数の
激減､第 2外国語の軽視､学部自治の壁に遮らjl
たカリキュラムの抜本的改善の困難､教員自身に
よる授業研究など､たくさんの課題が未解決のま
ままらねばならないのは断腸の思いである｡
神奈川大学は強い決断と実行が伴えば輝かしい
未来が開かれる可能性が大いにある｡そしてその
大きな柱が外国語教育の充実であることを改めて
強調し､同時に定年の今日まで支えてくださった
先輩､同僚､事務局､学生諸氏に心から感謝する｡
また154名のゼミの学生との交流を生涯の宝とし
て大切にしていきたい｡
(2002年 1月14日 70歳の誕生日に記す)
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